
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果

　

中間評価 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●学力の向上 B B B

○教務主任
○進路指導主事

B B B

○道徳教育推進教師
○人権・同和教育担当者
○教育情報化推進リー
ダー
○生徒指導主事

B B B

○生徒指導主事
○教育相談主任
○各学年主任

B A A

B B A

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 A A A

○管理職

●特別支援教育の充実 A B B

○保健主事
○教育相談主任
○特別支援教育コーディ
ネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・昨年度より体力テストの総合点数が向上したことは評価に値する。冬場、３年
生に対して運動習慣の定着、促進を図っていただきたい。
・体育祭での生徒の皆さんの頑張りに驚きました。チームのために全力を尽く
す姿が多く見られ、日頃からの鍛錬が読み取れた。

○特別支援教育に関する教員の専門性と意識
の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上したと
回答した教員90％以上

・特別支援教育に関する研修会の実施
・学科別情報交換会の実施
・個別の支援計画・指導計画様式の検討

・特別支援教育に関する研修会を１学期、夏期休業中の２
回実施した。夏期休業中の参加者が想定より少なかった
ため、時期の検討が課題である。
・学科別情報交換会を５月に実施した。事前の情報より当
日になってからの情報提供が多く、予定より時間がかかっ
たが、全学科全クラスの情報共有ができた点は良かった。
・個別の支援計画・指導計画様式の検討会議を持つこと
ができ、「合理的配慮」など指導に効果的な情報記載でき
る様式に変更することができた。

・毎年1回実施であった特別支援教育に関する研修会を2回実施できたことは評価でき
るが、内容や時期の検討が必要である。全職員に対して専門性の向上を確認するアン
ケートが実施できておらず、研修会ごとに振り返りができる形態にすべきあった。来年
度は、職員が求める研修内容を把握し、計画をたてるようにしたいと考えている。
・個別の支援計画・指導計画の様式変更によって記入者の負担を軽減することができ
た。今後は作成した資料を有効活用する手立ての工夫を講じる必要がある。

・合理的配慮を必要とする生徒、またはそれに準じる対応を要する生徒をスク
リーニングする仕組みやフローの構築が必要と思われる。
・全職員での情報共有は、意義深く、相談窓口も広がるので、当事者にとって
非常に有難いと思われる。
・今後特性を抱えた生徒数が増えていくことが予想されることから、対生徒、対
保護者、対職員向けのアンガーマネージメントは重要課題だと思われる。

・地域に貢献したいという生徒が80％以上いて評価したい。また、実際に校区
の餅つき大会に部活動として参加してくれた野球部の姿を見ると、応援したくな
るという声が多く寄せられ、地域が学校としっかりと結びつくことが絶対的に必
要であり、地域内の小中学校との連携も強化できれば良い。
・年配の方々との交流が学びになると思われる。
・協会佐賀会委員企業と連携して、OJTにて実作業体験をすることで、より専門
性を高めていけると思われる。

６ 総合評価・
  次年度への展望

・インスタグラムによる情報発信を大幅に増やし、学校ＰＲに取り組んだ。各学科で取り組んでいる地域との連携事業については、計画どおり実施することができた。次年度も学校魅力を情報発信し、地域と連携した取り組みなどの継続に力を入れ、「生徒が行きたい」、「保護者が行かせたい」、「地域から必要とされる」そして「職員が
勤務したい学校」を創り、地域とともにある学校づくりを引き続き行う。
・全職員が「高志潔心」との理念のもと、学校教育目標の実現に組織的に取り組み、農業の専門高校の特徴を活かした活動等を行い地域からも評価を得ている。また、行事の見直しや効率化を図りながらより良い学校生活の構築に向け取り組んだ。
・産学官連携による各学科の取組が活発化しつつあり、プロジェクト活動を含めた生徒の主体的な活動に力を入れ、生徒自らが課題解決力を身につけながら、自信を持って自立できるような挑戦・活躍できる場を継続して多く準備したい。

○研究部主任

○学科の特色を活かた
　地域の持続可能な農業
や
　産業を担う人材育成

○園芸科学科「農と食を支える人材の育成」
○環境緑地科「地域産業を担う人材の育成」
○食品流通科「食で未来を切り拓く人材の育
成」

○各学科の学習内容に興味・関心を持つ生徒
の割合を７０％以上
○各学科の特色的な活動の実施率を９０％以
上
○特色的な活動の情報発信を月１回以上

Ｈ科：持続可能な農業やスマート農業の実践、地域
への発信、Ｌ科：産業界と連携したドローンなどの最
先端技術の学習、校内外での実践的な造園技術の
学習販売実習、Ｆ科：地域の食材を使用した商品開
発、大学と連携したジビエ肉加工の学習

B

・各学科ともに左記のような具体的な取組を、計
画適に行っており、実施率１００％である。情報
発信においても、インスタグラムへ学科の特徴
的な活動写真の提供をしている。学習内容に興
味関心を持つ生徒の調査は、まだ行っていな
い。

A

・各学科の学習内容に興味・関心を持つ生徒の割合H:94％、L:95.4％、F:93.5％
・（H科）小学生とのふれあい交流、有機農業プロジェクトなどを実施（L科）ほぼ計画通
りの内容で実施できた（F科）全学年、地域農業の課題解決をテーマに課題研究を実
施。3月までに完遂予定。また、佐賀大学と連携して製造するイノシシソーセージを使っ
たホットドックを販売予定。各学科の特色的な活動を計画どおり100％実施できた。
・4月から12月の情報発信（Instagram）186回･･･26回／月あたり

A

・子どもたちの興味を引く取り組みをされていて評価できる。
・インスタグラムによる情報発信回数が増えていて評価される。しかし、年齢層
によっては効果がない場合があるので、紙を使った広報も必要と思われる。
・令和8年度に佐賀県中部農林事務所が大和支所に移転してくるので、県との
連携を深め一層の特色ある高校を目指して欲しい。

○農場長
○教務主任
○各学科主任
○各学年主任

★唯一無二の誇り高き学
校づくり

◎★特色ある専門教育を活かした地域学校協
働活動により地域への愛着を育む
★学校運営協議会と連携した魅力ある学校づく
りを推進する

◎将来、地域に貢献したいと思う生徒の割合８
０％以上
★自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合７８％以上、教職員の割合８５％以上
★高校入学者選抜一般選抜の志願倍率全学
科１倍以上

・園児等との交流活動をはじめ、地域等と連携を図
り、実践的な学習活動を実施する。
・地域の産業界等と連携し、外部講師を招聘するな
ど専門的な学習の深化を図る。
・学校運営協議会を開催し、地域との連携強化を進
め、教育活動の充実等に取り組む。

A

・園児とのサツマイモの定植や、夏休み子ども寺小
屋のサポート、また、建設業界と連携した講座の開
設、地域での販売会、外部講師によるパン製造実技
指導など、地域との連携が図られており、引き続き地
域と連携した活動を実施していく。
・学校運営協議会を定期に開催し、様々な立場の方
から多角的な意見をいただいている。

A

・地域等との交流活動や実践的な学習活動など、地域等と連携した活動を実施するこ
とができた。
・将来、地域に貢献したいと思う生徒は72.2％であった。
・自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合79.7％、教職員の割合83.8％
であった。
・高校入試の志願状況については、厳しい状況が続いている。

A

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定（毎週月曜日）
・時間外が多い職員の業務分担の見直し
・部活動休養日の設定
・部活動顧問の複数配置

・分掌及び部活動を組織的に業務分担できるよう声かけを
した。
・全職員の時間外勤務時間の平均31時間47分であった。
・夏季休業中に３日間の学校閉庁日を設定し、教職員が
休暇を取得しやすい環境を整備した。

・衛生委員会に置いて、毎月の時間外勤務時間の把握を行い、業務分担の声掛けを
行い、時間外勤務時間の減少に努めた。
・全職員の時間外勤務時間は平均30時間42分であり、昨年より1時間減少した。
・休暇（年次・夏季・特休等）取得の声掛けを行い、休暇を取得しやすい環境に努めた。

・時間外の減少は喜ばしく教員の働き方改革の推進ができたと評価したい。た
だし、そのことで管理職の時間外労働が増えることは避けなければならず、今
後も組織的に業務分担ができるよう更なる努力を求めたい。
・文部科学省や県教育委員会が現場の状況を理解し、根本的な対策を講じな
い限り、時間外勤務時間削減・年次休暇取得率アップは難しいと思われる。
・先生方の心身の健康も教育することにおいて重要だと思われる。

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成 ●「健康に良い食事をしている」生徒80％以上
○朝食をとって登校する生徒80％以上
　

・保健だよりの発行（年間５回）
・食に関する意識調査の実施

・血圧・SNSと睡眠、検診について保健だよりを
発行した。
・食に関する生徒アンケートでは(６月)ほとんど
毎日３回食事をしている。85.4％。健康に食事が
大切であると考えている。99.6％となった。

・血圧、SNSと睡眠、検診、感染症(インフルエンザなど)、朝食、低血圧について保健だ
よりを発行した。
・食に関する生徒アンケートでは（1回目6月、2回目1月頃）、ほとんど毎日3回食事をし
ている、85.4％（1回目）83.1％（2回目）。健康に食事が大切であると考えている、99.6％
（1回目）、98.2％（2回目）であり、ほぼ高い水準で「食」への関心を高められている。
・「健康に良い食事をしている」生徒は、1回目82.7％、2回目83.1％である。

・食に対するアンケート結果を見ていても、健康に食事が大切であるという認
識、関心は高い。さらに90％以上とするために、食習慣と自己管理能力の育成
に向けて更なる食教育の向上に努めていただきたい。
・食生活の改善が健康に及ぼす影響を保護者向けにも通知できれば良い。
・部活動からも食事・睡眠についての指導があり良かった。

・学校として人権、同和に対する啓発は熱心に行われていることは評価した
い。しかし、情報モラルへの意識向上は１００％ではなく、今後の更なる教育活
動をお願いしたい。
・子ども自身が人権に対する意識が低いと感じるような行動があることから、家
庭でも取り組みが必要だと思われる。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○いじめ０（ゼロ）を目指す。
○自分の言動を振り返り、改善しようと意識向
上を図った生徒９０％以上

・各学年で生徒に関する情報交換を実施し、いじめの予
防、早期発見、早期対応に向けた取り組みを行う。
・生徒とのコミュニケーションを密にとり、些細な変化も見
逃さないように注意し、職員間で連携して対応に取り組
む。
・いじめ防止対策学習会を年２回実施
・自分の言動を振り返る教育相談アンケートの実施

・担任、学年主任、教育相談担当、管理職の情
報共有速度は向上し、早期対応に努めることが
できている。
・いじめ防止対策学習会を２回計画中の１回を
終了した。

・今年度はいじめ認知を6件行った。昨年度に比べかなり減少することができた。生徒
は、いじめについて意識するようになってきていると思われる。今後も具体的な事例を
あげて、いじめの定義を確認し、意識づけしていくことが必要である。特にSNSの利用
について継続的な指導をしていく必要がある。
・いじめ防止のための学習会を2回実施し、2回目の学習後、94％の生徒がいじめの認
識を深め、自分の言動を振り返り改善の必要性を意識できた。

・各学校の課題であるが、１００％をめざしていくためには、生徒会を中心とした
自発的活動の必要性が求められる。
・教員視点からの取り組みと評価が主になるのは仕方ないところかと思います
が、生徒側の視点からはどのようにして課題を可視化できるのか、検討が必要
と思われる。
・いじめの認知件数より、いじめの早期発見、早期対応を今後もお願いしたい。

・朝の学びの時間にマナトレを使用して、中学までの
躓きを復習させることで、基礎学力の定着と向上に
繋げる。
・専攻の授業や総合実習において、事前と事後に理
解度を確認する。
・進学希望者に対する早期個別指導の実施
・国立大学への受験指導体制の確立
・ガイダンスや対話を通して進路意識の向上を図る

・各教科ごとに見るとほぼ30%を超えて達成でき
ているが、３教科全体で見ると30%を切るところも
あり、まだまだ改善が必要であると思われる。
・就職内定率は現在ほぼ100％である。
・進学では、まだ受験していないが、個別指導を
継続している。
・日本農業技術検定３級の受験は１２月で実施さ
れていないが、日本農業技術検定２級の合格者
は昨年の1人から5人に増加した。

・日本農業技術検定の合格率は、63％と目標値を超えることができた。
・進学については佐賀大学をはじめ、第１希望に全員合格した。
・就職については、希望する企業に内定することができた。
・特に就職について、企業をなかなか決め切れない生徒が多いため、求人票や企業情
　報など丁寧に説明する必要がある。
・4月～11月の基礎学力診断テストで、国数英平均のGTZ・C3以上の人数は、目標の
30％に対し、1年生は-7(23%)、2年生は-8(20%)、3年生は-2(26%)という結果であった。
朝の学びの時間の取り組む姿勢はよくなっているが、指導の在り方については改善す
る必要がある。

・日本農業技術検定の合格率目標値達成、進学については佐賀大学をはじ
め、第１希望に全員合格、就職については、希望する企業に内定することがで
きたことは評価できる。
・学校全体の基礎学力診断テストの結果を見ると、３教科の基礎学力を上げる
工夫が必要であり、今後に期待したい。
・不本意就職となると離職率に影響が出てくると思われる。グラディエーション
ポリシーを反映した就職指導を心がけながら就職率を上げる取り組みを実施さ
れていることと思います。「丁寧な説明」に具体的な説明が付加されると良いと
思われる。

最終評価 学校関係者評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立高志館高等学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・学校魅力の情報発信、通学しやすい環境整備、地域と連携した取り組みなどに継続して力を入れ、「生徒が行きたい」、「保護者が行かせたい」、「地域から必要とされる」そして「職員が勤務したい学校」を創り、地域に根ざした学校づくりを引き続き行う。
・全職員が「高志潔心」の理念のもと、学校教育目標の実現に組織的に取り組み、農業の専門高校の特徴を活かした活動等を行い地域からも評価を得ており、さらなる行事の見直しや効率化を図りながらより良い学校生活の構築に向け取り組みたい。
・生徒の主体的な活動に力を入れ、学校行事の司会進行やインスタグラムの投稿など生徒自らが課題解決力を身につけながら、自信を持って自立できるよう挑戦の場を多く準備できるよう努力する。

４ 本年度の重点目標

スローガン「一人一人が輝く高志館」－ 自信と誇りを胸に、志（こころざし）高く未来へはばたけ －
○生徒が高い志を持って自身の可能性を信じ、自ら主体的に行動する力を育むために、生徒が力を試す挑戦の場を多く準備する。
○さまざまな教育活動をとおして、自己肯定感や自己有用感を養い、学力やマナーを含む、社会に貢献できる「人間力」を身につけさせる。
○生徒に今は何をすべきかを常に考えさせ、自己の責任を果たす行動の中で「課題解決力」を身につけ、自信を芽生えさせることで自立しようとする気持ちを育む

○基本的生活習慣が身につき、集団の一員として行動できる生徒
○実験や実習など、本校の学習活動に興味・関心をもって取り組
 める生徒
○地域や産業界、大学等と連携した活動に取り組み、将来、地域
 に貢献したい生徒
○部活動や農業クラブ活動に積極的に取り組む生徒

○少人数や個別での学習指導を通して、一人ひとりの夢をカタチ
 にする細やかな進路指導
○体験的学習を重視するとともに、地域や産業界・大学等と連携
 を図る、実践的な学習活動
○専門的知識・技能の基盤となる基礎的・基本的な知識や技能の
 定着を図る、全教科が連携した学習活動

○自分の人生をデザインし、その実現に向けて努力していくことができる生徒
○これからの時代に対応した専門的（園芸・環境・食品）な知識や技能を身につけた
生徒
○自分の役割を理解し、他者と協力してものごとに取り組むことができる生徒
○他者を尊重し、感謝の心や思いやりの心を身につけた生徒

取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

○基礎学力の向上
〇専門知識の理解向上
〇希望進路の実現

○基礎学力診断テストにおいて、学習到達ゾー
ンがＣ３以上の生徒を３０％以上にする。
〇日本農業技術検定３級合格者を6０％以上に
する。
〇就職内定率100％
〇第一志望の大学・短大・専門学校への合格
率100％

・体育の授業ではラジオ体操とランニングを確実にさせて、授業の中で体力の向上に
つながる取り組みを継続してきた。その結果1・2年生においては体力の向上につなげ
ることができ、86％の生徒が体力の向上につなげることができた。（新体力テストの
シャトルランの回数）今後も引き続き体力の向上につながるような授業をしていきた
い。また3年生においては今後体を動かす機会が大幅に減ると考えられるので、週に1
度でも良いので運動する習慣を身に着けるように指導をしている。

・２，３年生において、昨年度より75％の生徒が
体力テストの総合点数で向上しており、引き続き
指導を行っていく。
・運動に関する意識調査では、運動が大好きま
たは好きと答えた生徒が67％おり、運動に対す
る意識が高まっていると考えられる。特に一年生
が運動に関する意識が高かった。

・体育の授業でラジオ体操・ランニング・補強運動な
どの体力を向上させる運動を継続して実施する。
・運動に関する意識調査の実施
・新体力テストの結果を基に、体力の向上や運動習
慣の定着を図る。(年２回)

●健康・体つくり

●運動習慣の改善や定着化 〇体力の向上を実感した生徒の割合を80％以
上にする。

○保健主事
○体育主任
○養護教諭

２ SAGAスクール・ミッション
  学校教育目標

○農業分野（園芸・環境・食品）の特徴的な学びを推進し、農業学習の魅力を発信していく。
○中部・東部地区唯一の農業高校として、地域の持続可能な農業や産業を担う、高い志を持った人材を育成する。
○地域の持続可能な農業や産業を担う若人を育てる。

３ スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

５ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

〇人権・同和教育の年間計画に基づいて授業
を行った教員１００％
〇人権学習の前後の心の変化調査
○情報モラルに関する意識向上80％

・人権講演会の実施
・人権に関するホームルーム活動の実施
・生徒アンケート調査の実施
・情報モラル講演会の実施

年間計画に沿って１００％活動に取り組めてお
り、LHRでは「いじめは許されない」人権感覚を
身につけさせた。２学期は講演会を通して、部落
差別など「理不尽な差別は許されない」人権感
覚を身につけさせる予定である。

・年間計画に沿って100％活動に取り組めており、2学期はインターネットや部落差別に
ついて講演会を通して学ばせることができた。講演後のアンケートでは、「SNSで気軽
に発言しないようにしたい」など友人との関わりに気を付けていきたいといった意見が
多く、身近に差別が潜んでいることを意識させることができたと考える。しかし、いじめ
の認知が０でないことから、人権・同和教育については改善する必要がある。
・情報モラルへの意識向上は、全生徒の感想文から、ほぼ100%に近い割合で読み取
れた。


